
平成１９年仕事始め式 市長あいさつ（要旨）   

     と き  平成１９年１月４日（木） 

     ところ  市役所本庁舎２Ｃ会議室 

 

１．あいさつ 

明けましておめでとうございます。  

市議会から大川議長、山本副議長のご臨席を賜った。引き続き市議会のご理解、ご協

力をお願いする。  

また、消防や環境美化センターの職員については、年末年始にも関わらず、業務に従

事していただいた。お陰様で、こうして無事、新しい年を迎えることができた。  

 

２．市政運営  

・新年のスタートに当たり、市政運営にあたっての基本的な考え方をお話しする。  

・伊勢原市の置かれている現状、そして「今」という時期の重要性を認識してほしい。  

・就任以来一貫して申し上げてきた「元気な伊勢原・ふるさとづくり」の実現に向けて、

昨年、一昨年はまさにその礎を築く年。  

・今年はその礎のうえに、実のなる木を育てる年であると考えている。 

・「改革」のさらなる推進が必要。  

・伊勢原市の財政状況は、今年も含め当面、大変厳しい状況が続くことが確実。  

・将来の世代に過大な負担を負わせることなく、市政の責務を果たしていくためには、

「行財政改革推進計画」の「実施計画」に掲げている取り組みを着実に具現化してい

くとともに、取り組みの上積みが必要。  

・皆さんには、常に「改革」の視点を持って、それぞれの立場で取り組むとともに、全

庁的に対応する必要がある事項については積極的に提案してほしい。 

・大変厳しい財政状況の下で、これまでの行政が中心となったまちづくりの手法では、

本当の意味の市民生活の向上を実現できないことは、財政破綻を招いている他の自治

体の例を見ても、既に明白である。  

・これまで市民が入り込めなかった分野、領域にまで、できる限り広範囲にわたって市

民と協働する、このことが今まで以上に重要になってきていると考えている。  

・市政現況説明会やテーマ別市民会議などの場を通じて、市民の方が広範な、また行政

内部では生まれてこない発想をお持ちであることを強く実感している。  

・そうした市民の立場からの発想を的確に把握し、行動、実践に結び付けていくことが

必要。  

・今年は「(仮称)伊勢原市市民活動促進指針」を策定し、市民と行政の協働の基本理念

を明確にするとともに、それぞれの役割や協働を促進するための市の施策などを 明

らかにする予定。  



・今年はこれまで以上に市民との協働という視点を持ち、一人ひとりの実生活の場でも、

そして仕事の場でも出来るところから実践をしていただきたいと思う。 

・職員の一人ひとりが危機管理に対する意識を高め、「最悪の事態に備え、ピンチをチ

ャンスに変えていく」、こうした心構えと準備を持って日頃からそれぞれの業務に取

り組んでほしい。 

・仕事納め式でも申し上げたとおり、いわゆる２００７年問題と言われる団塊世代の大

量退職が社会全体の大きな問題となっている。  

・本市においても、いよいよ今年から職員の大量退職が本格化する。  

・１０年後には、本日お集まりの幹部職員の皆さんの多くが退職され、市政の中心を担

うのは、皆さんの後輩の職員。  

・その礎を築く、後輩に皆さんの経験・知識を伝えていただくのはこの５年。  

・将来の伊勢原市をどう運営していくべきか、そのために職員をどう育成していかなけ

ればならないか。現在の大変厳しい財政を健全化していくため、また行政に対する信

頼性を確保するために今なすべきことは何か、新年の始めにあたり、幹部職員の皆さ

んには自らに問い直してほしい。  

・常日頃から、地方自治体の置かれた現状、社会全般の動き、そういった大きな潮流を

しっかりとつかんで、一緒になってこの困難な時代を乗り切っていきたい。 

 

３．むすび  

いよいよ仕事の始まりです。大変多忙な、そして盛りだくさんな１年になると思う。

健康に留意して、皆さんと一緒に１年を乗り切っていきたいと思う。  

今年１年が伊勢原市にとって、また皆さんにとって明るい１年となりますよう、皆様

のご協力をお願いし、新年のあいさつとする。  

 

 


